
3月の全産業合計の業況ＤＩは、調査時点が、3月11日
に発生した東北関東大震災の直後だったことから、▲45．
9（前月比▲5．8ポイント）と、3年2カ月ぶりの大幅な悪化と
なった。
先行きについては、先行き見通しＤＩは▲50．7と、今月
から4．8ポイント悪化し、2010年2月以来のマイナス50台が
見込まれる厳しい状況。震災による部品の供給不足や
停電に伴う生産活動の停滞に加え、原材料価格のさらな
る上昇、消費・売上の低迷などを訴える声が多い。

（協）袋井商店連盟は、4月26日（火）袋井商工会議所3階研修室において、第17期の通常総会を開催し、
全ての議案が可決承認されました。袴田力造新理事長を中心に、平成23年度の事業計画に沿った取り組み
が展開されます。また、本年4月より袋井商工会議所へ、事務を委託することとなりました。総務課が担当いたし
ますので、よろしくお願いいたします。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
業況・採算：（好転）－（悪化）　売上：（増加）－（減少）
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前年同月比調査項目 先行き見通し

業　

種

 ▲45.9 ▲49.5 ▲50.7 ▲58.9
 ▲59.5 ▲71.7 ▲60.3 ▲75.6
 ▲35.7 ▲35.4 ▲49.7 ▲64.1
 ▲37.1 ▲56.7 ▲37.4 ▲46.7
 ▲46.0 ▲41.3 ▲49.0 ▲50.8
 ▲51.5 ▲55.4 ▲52.6 ▲54.5

商工会議所のネットワーク活用して、各地域の「肌で感じる足元の景気感」を全国ベースで毎月ヒアリング調査し、その集計結果をリアル
タイムで調査実施会議所等へ提供することにより、商工会議所としての景気対策等に関する意見活動などに資することを目的としています。

5月2日から6月30日までの2ヶ月間、共済制度加入推進キャンペーンを実施しております。今回はアクサ生命が、商工会議所会員
事業所並びに役職員の皆様を対象に販売している「商工会議所福祉制度」を紹介します。
▶生命共済制度の加入推進キャンペーン期間は、4月1日から5月31日までです。

一口800円からの掛金で幅広い保障が得られ、従業員の福利厚生にピッタリです。24時間保障ですので
「労災の上乗せ」として最適です。袋井商工会議所独自の「祝金・見舞金」がついて内容が充実しています。

ガンと診断される確率は、およそ2人に1人の割合となっていますが、幸いなことに、今やガンは
完治も望める病気に変わってきています。
ここ数年、入院日数は短期化する一方、通院患者数は大きく増加しています。
ガンになった後、休業や廃業してしまう方が多い中、もし治療が長引いてしまった場合は、事業経営
における資金不足というリスクに備えておかなければなりません。

老後の医療費をしっかり確保していただくための保険です。解約時払戻金あり・なしの2タイプに
加えて、限定告知型もラインナップ。更に多くの方にご利用いただけるようになりました。

※上記商品以外にも、会員の皆様の福利厚生制度・自助努力促進制度としてご利用いただける各種共済制度を準備しています。

3月の業況指数（DI指数）
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■生い立ち
久太郎は安政２年（1855）10月10日、遠江国磐田郡久努村

大字村松（現在の静岡県袋井市）の畳表仲買いの横山源七
郎の長男として生まれました。久太郎７歳のとき父源七郎と死
別し、９歳のときお寺の学僕となりましたが、13歳のとき実業に
よって身を起こすことを決意し、鉄物商山田商店の手代として
働きますが、主人はあまり商売熱心ではなく、明治８年春久太
郎19歳のとき家業の衰運を察し暇を願い出ました。引き止めら
れましたが退職金10円を手に上京しました。
 
■田中長兵衛との出会い
上京した久太郎は「鉄屋」主人田中長兵衛を訪ねました。長

兵衛は当時、軍の糧食供給と鉄材の調達に当たっていた政府
の御用商人でした。長兵衛は同郷人でもある久太郎を雇ってく
れました。久太郎はみるみる頭角を現し、３年後の明治11年に
は横須賀支店の支配人となり長兵衛の次女茂登子と結婚しま
した。
 
■官営製鉄所の払い下げ
久太郎は横須賀支店で造船材料の輸入を担当していて高

価な鉄材の輸入に疑問を持ち始めていました。
その頃釜石は御雇外人ビヤンヒー技師の指揮のもと、明治

13年9月官営製鉄所が完成しました。
大規模高炉２基をはじめ鉄道などの近代的な設備を備え操

業を開始しましたが、わずか97日間の操業で頓挫しました。明治
16年、その官営製鉄所の不用品の払い下げに際し御用商人
の田中長兵衛に白羽の矢が立てられました。長兵衛は断ること
が出来ず久太郎とともに釜石へ向かいました。官営製鉄所は
政府が巨費を投じ最高水準の技術でも失敗した事もあり、設備
の払い下げをする者があっても復興をしようとする人は居ません
でした。それは長兵衛も同じでした。
釜石に着いた長兵衛と久太郎は荒廃した官営製鉄所に唖

然としました。解体と運搬の費用を試算してみると3万円の赤字
になることが分かりました。以前から鉄材の輸入に疑問を持ち製
鉄業の夢を抱いていた久太郎は復興を長兵衛に懇願しまし
た。無謀とも言える申し出に長兵衛は当初反対しましたが久太
郎の熱意に折れ、製鉄所の復興を決意しました。
 
■49回目にして成功
久太郎は実験炉として橋野高炉と同じサイズの小型高炉を

築造しました。操業主任に高橋亦助、機械設備主任に村井源
兵衛を地元から採用し、操業を開始しましたが操業はうまくいか
ず鉱石と木炭の配合を変えるなど幾多の試みの甲斐もなく１年
半が過ぎ、操業は46回を数え資金も底をついていました。久太
郎は東京の長兵衛に呼び出され操業中止を言い渡されまし
た。久太郎が不在の間、後を任された高橋亦助は２度操業を試
みますが失敗に終わりました。久太郎からの「設備の一切を片
付ける準備をしておくように」との一報に高橋亦助は職工らに
終焉を告げました。しかし、職工は「食べるものさえあれば賃金は
いりません」と願い出る。明治19年10月16日久太郎が不在の
中、49回目にして最後の操業が始まろうとしていました。職工頭
の進言により今まで悪鉱として捨てていた赤みがかった鉱石を
使いました。操業を開始し煙突から煙が立ちその後湯口から
真っ赤な鉄が流れ始めました。「成功だ！」あたりは歓喜に包ま
れました。のちにこの日は新日鉄釜石製鉄所の創業記念日とな
りました。吉報を聞いた久太郎は釜石に駆けつけ高橋亦助と抱
き合って成功を喜び泣きました。

■田中製鉄所の創業
明治20年３月、政府から一切の払い下げを受け、同年７月、

釜石鉱山田中製鉄所を創立しました。初代所長には久太郎が
任命され釜石製鉄所が本格的に運営されることになりました。
同年10月大橋に第３高炉を、22年には鈴子に第４高炉、23年
には大橋に第５高炉、24年には鈴子に第６高炉、26年には栗
橋に第７高炉を新設しました。同年、治金学の第1人者野呂景
義を顧問に、その弟子香村小録を主任技師に迎え、官業製鉄
所の失敗以来、12年間風雨にさらされていた25トン高炉を改修
しました。釜石の銑鉄生産は明治27年には13,000トンとなり、全
国生産の65％を占めるようになりました。
 
■釜石発展のために
久太郎は製鉄以外でも釜石のために活躍しました。明治29年６

月15日の夜、幾度かの地震の後、雷のような音とともに津波が押し
寄せたのです。多くの家屋が損壊し、製鉄所も被害に遭いました。
久太郎は工場を開放し炊き出しをして救援活動に当たりました。
また、明治41年には陸路が不便だった釜石に三陸汽船会社

を設立し社長に就任、明治45年には釜石電灯会社を設立し、
県内では盛岡市についで２番目に電灯がともりました。大正４年
には岩手軽便鉄道が設立され、久太郎は顧問に就任しました。
花巻から遠野の仙人峠駅（現在の国道283号線仙人トンネル
遠野口付近）までと大橋から鈴子まで鉄道が敷設されました。

■晩年
久太郎は大正６年ごろからめっきり衰弱していました。大正８

年春、何度も慰留されましたが所長を退き東京にて療養のため
釜石を離れました。大正10年３月３日闘病の甲斐もなく「かまい
し」の一言を最後にこの世を去りました。享年67歳。田中鉱山株
式会社は社葬をもって偉大な功績にむくいました。
 

【あとがき】
国が最新鋭の設備と最高水準の技術をもってしても成し得

なかった官営製鉄を、貧しい畳表仲買いの倅にして丁稚奉公
上がりの製鉄の素人が苦労しながらも49回目で偉業を成し遂げ
た。それに理解を示し資金を提供した主人にして義理の父でも
ある田中長兵衛もすごいと思う。
何事もすぐあきらめてしまう昨今、釜石には久太郎や高橋亦

助らの精神が息づいていると信じたい。
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サービス業部会発

 よこ やま きゅう た ろう

横山久太郎 （旧久努村  現袋井市村松出身）
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